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土魂風才
【本年度の学校経営方針】 Challenge to Change

～持続可能な社会を目指して～ Well-Beingな社会へ

「変化への挑戦」～Try ＆ Error ＆ Solution 【体育祭片付け作業の様子】

「令和7年＝昭和100年」～社会の変化 と これからの教育～

ここ数年、北海道の６月は「暑い」ことが当然のように思えるようになってしまいました。今年の６月の気
温を調べると、２５度を超える夏日が７日間。３０度を超える真夏日は８日間となり、２５度以上が実に月の半数
に上ります。気温の変化に伴い、農作物のみならず、漁業等の捕れる魚の種類等も変化し、その対応を余儀
なくされている様子が見られます。当然、産業ばかりではなく、我々一般住民にも影響を及ぼし、クーラーを
設置する家庭も急激に増えており、今や北海道の体育館にクーラーが設置される時代となりました。まさ
に、時代の変化とともに、産業・暮らしが大きく変化し、対応力が求められる時代になっていると痛感するこ
の頃です。
教育においても同様です。令和７年の今年、昭和１００年にあたります。昭和から平成、そして、令和と社会情

勢は大きく変化し、現在求められている教育も転換の時代を迎えています。高度成長期においては、「みん
なと同じことができることが大事」とされ、同調圧力や正解主義（決められた時間で覚えた知識や技能を正
しく書くこと）が偏重され、「記憶力と根気＝質の高い労働力」が求められ、工業化社会の中で良質な製品
を大量生産し、日本は大きな成長を遂げたのも事実です。
しかしながら、Society5.0やAI・デジタル社会の急速な進化の中で、「みんなと同じことができることが大

事」から、「他者の差異や違いに意味や価値がある」ことが求められる時代へと変革が求められています。
日本が世界の存在感のある成熟社会になるためには、公教育が果たすべき役割として、『個々の特性や関
心を前提に、その力を引き出し、互いに自立した一人一人が認め・尊重され、対話と協働により、より良い社
会を築き上げていく「民主政の基盤」を形成することが公教育の果たすべき役割だと考えます。
そのような背景の中で、GIGAスクールや学習指導要領改訂（公教育のバイブル）、令和の日本型教育答申

や子ども庁設置や子ども基本法等、矢継ぎ早なそれらの動きは、「一人一人の子どもたちの特性や関心に
応じた教育を通して、子どもたちの力を引き出すこと」を目的にしている側面もあります。そのため、学校現
場では、これまでの、チョーク＆トーク主体の授業や一斉授業による暗記＆正解主義の授業から、子どもま
んなかの授業への転換が求められています。子ども一人一人の特性や関心を土台に…「主体的・対話的で
深い学び」「個別最適で協働的な学び」「各教科等のものの見方・考え方を働かせて深く学ぶ」等、「教師が
教えるから、子どもが学ぶ」へ。そのためには、各教科の指導するべき内容事項を重点化することが大切で
す。同時に、教師そのものの授業づくりへの学びも必要です。次期学習指導要領改訂では、効果的に子ども
の学びを実践するための『弾力的な教育課程（教育プログラム）』を学校現場で組み立てられる動きが出て
きているようです。これまでの学びを否定する二項対立ではありませんが、思考の転換は必要です。
これからの社会においては、「自分がどうありたいか？」「自分は何をしたいのか？」が大切であり、自分

の特性（強み）を生かしながら、周囲を尊重し、他者と協働しながら、合意形成をする過程の中で、新しい価
値や意味を生み出し、持続可能な社会の担い手となる学びの土台を義務教育で育むことができればと思
います。すなわち、生涯にわたって学び続ける力を育むことこそ公教育の使命と考えます。
～Challenge to Change～

【2年自然学習～ネイパル足寄にて】



令和7年度 第58回士幌町中央中学校体育祭
5月31日（土）に第58回士幌町中央中学校体育祭が体育祭テーマ「熱烈峻厳～青春の炎を燃やし、ともに戦お

う～」のもと開催されました。当日の天気は曇り。体を動かすには、最高の天候となり、子どもたちはこの2週間取
り組んできた練習の成果を最大限に発揮した素晴らしい内容でした。
「行事を通して子どもたちは成長をする」「行事は日常の学校生活を確認する場」の通り、学級・学年を問わず、
3年生や各学年の副団長等が中心となりながら、全校生徒一人ひとりが精一杯取り組み、充実感・達成感のある
とても良い体育祭となりました。この経験を更に、日常の生活につなげることを期待しています。

開祭式 ラジオ体操

1年学級対抗リレー 2年学級対抗リレー ３年学級対抗リレー

綱引き

玉入れ

開祭式

選手宣誓

応援の姿

１年大縄飛び ３年大縄飛び２年大縄飛び

選抜リレー

今年の体育祭も全校生徒の真剣で一生懸命な素晴らしい姿を見ることができました。結果、B組団の優勝。A組
団の準優勝で幕を閉じました。優勝できたB組の皆さんの笑顔も…。準優勝だったA組の悔し涙も…。結果、両組団
とも、本気で頑張ったからこそ生まれる表情だと思います。1年生から3年生まで、今のこのメンバー・仲間と一緒
に過ごす時間はかけがえのないものです。振り返れば、良い思い出・経験になるはずです。
そして、3年生が残したリーダーシップ・物事に取り組む姿勢など、１・2年生に多くの財産を残してくれました。士

幌町中央中学校の生徒は本当に素敵です。保護者・地域・ご来賓の皆様には、休日にかかわらず足をお運びいた
だき有り難うございました。引き続き、本校の各種教育活動にご理解・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

背中渡り



6月19日（木）～20日（金）まで、2年生が自然学習（宿泊学習）で、足寄に行ってきました。
次年度、3年生で予定している「修学旅行」の事前学習としての要素もあり、①安全に行動するための責任ある

行動をすること ②足寄と士幌を比較し、更に、士幌が魅力的に発展するための工夫やアイデアをもつこと ③
ウォークラリーを通して、修学旅行の自主研修につなげること ④公共施設の利用等を通して、安全に過ごすこ
と等…。各委員会の目標を意識し、楽しい自然学習となるよう2日間、体験学習をしてきました。

６月５日（木）に本年度、第１回目の「避難
訓練」を実施しました。地震発生後、火災発
生を想定した避難です。
その後、学年ごとに「１年煙体験」「２年消

火体験」「３年搬出体験」をそれぞれ実施。
消防署の皆様有り難うございました

2年生～自然学習 足寄に行ってきました！

【1日目】 ウォークラリー「足寄の果てまで行ってQ！」
子どもたちは４名～５名で班を組み、「足寄の自然」や「足寄の街並み」などテーマを設定し、士幌町と足寄町

の違いを感じる場所を選び、自分たちの足で散策を行いました。

【1日目】 炊事体験～テーマ：「カレーライス」 ＋ サイドメニュー？
１０班に分かれ、各班員が協力して夕食を作りました。全班今回のメニューは「カレーライス」。各班使う食材に工

夫を凝らし、買い出しに行きました。また、サイドメニューは、「ほうれん草のごま和え」や「塩昆布キャベツ」「ホット
ケーキ」など、様々です。炭をおこし、ご飯を炊くなど、貴重な体験をすることができました。全班、完食！

【２日目】 足寄動物化石博物館 ～館内見学＆ミニ石堀体験～
最終日は「足寄動物化石博物館」に行きました。館内の見学をした後、「ミニ石堀体験」を行いました。それぞれ、

石を掘り、その中に隠されている鉱石や化石などをゲットしました。思い出の一品になりました。

避難訓練



期日（前半） 主 な 行 事 期日（後半） 主 な 行 事

１日（火）
クリーン作戦（生徒会企画）
１年二者面談⑤

１４日（月） ３年三者面談④

２日（水） 校内研修 １５日（火） ３年三者面談⑤

３日（木） １年二者面談⑥ １６日（水） 生徒会活動日

４日（金） 漢字検定 １８日（金）
３年三者面談⑥
町特別支援学級交流会

７日（月） ３年三者面談① ２２日（火）
３年租税教室
スクールカウンセラー来校日

８日（火）
３年三者面談②
PTA役員会 ２３日（水）

職員会議
３年士幌高校体験学習

１０日（木）
１年地域学習（エコロジーパーク）
３年三者面談③

２５日（金） １学期終業式

１１日（金） 授業参観日 ２６日（土） 夏季休業（～８月２４日まで）

早いもので新年度がスタートして3か月。夏休
みを直前に、定期テストや教育相談・学年行事等
を通して、学びや生活の振り返りが行われてい
ます。次の目標・ステップへ、Challenge！

栄光の軌跡
６月７日～８日及び１４日～１５日にかけて、各部活動の全十勝春

季大会が開催されました。チーム競技は本校単独で公式戦に出ること
が難しく、上士幌・音更町内の学校と合同チームを組んで、大会に出
場しています。主な成績は次の通りです。
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